
校 報  八 雲 小 学 校             ＜学校教育目標＞ 

          きたえる子 学ぶ子 思いやる子 

                             ＜重点教育目標＞ 

          自ら学び・一緒に学び・最後までやりぬく子 

第１３号 令和７年３月２４日発行 

電話 ６３－２１０１ 

 

 八雲小学校 HP https://www.town.yakumo.lg.jp/site/yakumo-es/  検索ワード  八雲小  

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

  

 

  

  3年前から「ここからチャレンジ」という言葉を児童・教職員共通の合言葉として取り上げ

てきました。少しでもこの言葉が浸透するように、窓を開閉する機会が減る秋からは、今年度

の３つの重点目標（「じぶんから・いっしょに・さいごまで」）と一緒に、グラウンド側の窓に

掲示して、児童や教職員の目に触れるようにしました。 

 この文字に着色したのは、6年生のリーダーたち。10ある委員会の委員長に手伝いをお願い

しました。この作業中、私が子どもたちから学んだことがあるので、ここで紹介します。 

 着色中、私のミスで「いっしょに」の「っ」だけ、違う色が塗られてしまいました。そこに

気づいた私が、 

「紙を置く場所を間違えて、違う色を塗ってしまった。もう一度、塗り直しかな…」 

と子どもたちに言うと、 

「校長先生、違う色だから、かえっていいんだよ！」 

「そうだよ。いろいろあっていい。そろってない方が、インパクトがある！」 

そんな言葉が次々に返ってきました。「揃えること」を求められて育った私は、現代を生きる小

学生のみずみずしい感覚に感動！。あわせて、自分の考えをしっかり伝え切れる子どもたちに

感心！。いつの間にこんなにたくましくなったのか…子どもたちの成長を感じました。 

 「ここからチャレンジ」の話に戻ります。この言葉を見聞きすると、子どもたちは、どうし

ても「チャレンジ」という言葉に注目してしまいます。でも、私が強く意識してほしかったの

は「ここから」という「場所」や「現在地」を表す言葉なのです。 

 この八雲小学校から、現在のクラスからチャレンジを始めてほしい。自分たちのふるさと八

雲町から羽ばたいてほしい。そんな願いを込めました。そして、もう一つは、自分の「今の現

在地」＝「今ある自分の力」で試してほしい。そんな思いも込めました。私は、このことを先

生たちには伝えましたが、子どもたちに直接伝えることはしませんでした。「ここから」に込め

た思いを、なぜ直接子どもたちに伝えなかったのか、若干、後悔しています。 

 しかし、八雲小学校の児童・教職員はしっかりとやってくれるはずです。八雲小学校から、

八雲町から、全道・全国・全世界に向けてチャレンジを続け、今ある自分の力を少しずつ、少

しずつ広げていくことでしょう。大いに期待しています。保護者、地域の皆様、これまでの八

雲小学校に対するご理解とご協力に心から感謝いたします。ありがとうございました。 

児童会くもるん 

 「ここからチャレンジ」 に込めた思い                校長  西 田 浩 人 
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離任のご挨拶  ～ お世話になりました ～ 

 

 

６年生を送る会  ～ 心温まるひととき ～ 
 3月４日（火）に 6年生を送る会を実施しました。限られた時間の中、どの学年も練習を重ねました。
当日はダンス、合奏、そして合唱対決などアイディアにあふれ、心が温かくなる発表でした。そして、6
年生からは卒業証書授与式で歌う合唱「旅立ちの日に」が披露されました。 

6年生から「卒業生」へとなった瞬間を見届けることができました。 
 

校長 西田 浩人   (○○○○へ) 
 全力・本気で取り組む子どもたちの表情は、いつ見ても
感動します。見惚れているうちに 4 年間が経ち、校長職
を退くことになりました。今後も明るく・元気に成長を続
ける八雲小の児童を応援しています。4年間ありがとうご
ざいました。 
 

教務主任 ○○ ○○(○○県の小学校へ) 
 この度、北海道を離れ、地元に戻ることになりました。素
直で明るく元気な八雲小学校の子どもたちと過ごした 6 年
間は、かけがえのない宝物です。保護者の皆様には、温か
い言葉がけや力強いご支援をいただき、感謝の気持ちでい
っぱいです。本当にありがとうございました。 

○年○組担任  (○○○○小学校へ) 
このたびの異動にあたり、ご挨拶申し上げます。５年

間、皆さまとともに過ごした日々は貴重な経験となりま
した。授業づくりや学習の在り方を模索し、子どもたちの
「読解力」を育むことの大切さを学びました。新たな環境
でも、この経験を生かし精進してまいります。心より感謝
申し上げます。 
 

養護教諭 ○○ ○○ (○○市立○○小学校へ) 
 この５年間で多くの子どもたちと出会い、日々成長して
いく姿を見守ることができ、とても幸せでした。保護者の
皆様も、いつも快くご協力いただき感謝しております。 
八雲町を離れますが、これからも、子どもたちの心とか

らだの健やかな成長を願っています。大変お世話になりま
した。ありがとうございました。 

○・○年 理科専科 ○○ ○○  （ご退職） 
 再任用で３年間、３年生と４年生の理科を中心として勤
めさせていただきました。私の人生にとって、この３年
間も大切な思い出となりました。子どもたちが元気で学
校に通い、よりよい成長を遂げていってくれることを願
っています。ありがとうございました。 

○年○組担任 ○○ ○○ （ご退職・○○大学・大学院へ復学） 
２年間ありがとうございました。八雲小学校の元気あふ

れる素直な子どもたちと過ごせて本当に楽しかったです。
４月からは一人の人間として更に成長できるよう修行を
積んできます。八雲小学校の子どもたちといつかどこか
で、お互いに成長した姿で再会できることを楽しみにして
います。 
 

あおぞら○組担任 ○○ ○○ （○○町立○○中学校へ） 
 児童みなさんの「成長」を間近でたくさん見ることがで
きて、とても良かったです。 
八雲小学校で過ごした時間は絶対に忘れません。３年

間という短い間でしたが、本当にありがとうございまし
た。 

あおぞら ○組担任 ○○ ○○ （○○町立○○中学校へ） 
 この度、○○にある中学校で音楽の教員をすることにな
りました。保護者の皆様におかれましては日々の暖かい支
援、本当にありがとうございました。 
この 2 年間という時間はとても大切な宝物です。ありが

とうございました。 

あおぞら○組担任 ○○ ○○  （ご退職） 
 3 年間お世話になりました。八雲小で過ごした期間はあ

っという間で、学ぶことがたくさんありました。思い返

してみれば、元気な子ども達と保護者の皆様に支えてい

ただいたことばかりです。本当にありがとうございまし

た。新たな環境でも頑張ります。 

 この他にも、育児休暇中の○○○○教諭（○○

町立○○小学校へ）が異動され、○○支援員、○

○支援員、○○支援員はご退職となります。今ま

でありがとうございました。 

１年 ２年 ３年 

４年 ５年 

６年 

令和７年度は、４月７日（月）、新しい学級でスタートします。７日は、廊下の掲示板に名前を掲示し

ていますので、そちらを確認してから教室に入ります。元気に笑顔で登校してきてください！ 


